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表3-3-1(2)  調査の概要 

環境監視項目 調査項目 調査地点 調査頻度 備考 

振動レベル 

《予測条件項目》 
交通量（工事用車両、一般車

両） 

2地点 
①日本航空乗員訓練センター

前（環状八号線） 
②大田市場付近（国道357号・

首都高速湾岸線） 

年4回（四季を基本とし、工

事の影響が大きくなる時期に

実施）各回1日間連続測定 

振動 
（道路交通振動） 

環境保全措置の実施状況 － 年4回(四季を基本とする) 

 

大気質 
（一般環境大気質） 
（道路沿道大気質） 
・粉じん等 

環境保全措置の実施状況 － 年4回(四季を基本とする)  

特定悪臭物質濃度、臭気濃度 1地点：浮島町公園（浮島つり

園含む） 

《予測条件項目》 
特定悪臭物質濃度、臭気濃度 
風向、風速 

1地点：浚渫実施場所で採取 
東京航空地方気象台（風向、風

速） 

施工中1回 
（悪臭に影響があると考えら

れる工事の最盛期に実施す

る） 

悪臭 

環境保全措置の実施状況 － 悪臭の発生が考えられる工事

実施期間中に適宜実施 

 

流況 流向・流速 ①1地点：工事水域周辺 
②4地点：工事水域周辺 

①工事中定点連続観測 
②30昼夜連続観測、 
年2回（夏季、冬季に実施す

る） 

存在・供用時にお

いても継続する。 

水温、塩分、透明度、濁度、

SS（換算）、pH、DO、クロ

ロフィルa 
＜現地調査（機器観測）＞ 

施工中毎日1回 
（工事を実施している日の定

時に実施する） 

SS、VSS 
＜室内分析（採水）＞ 

評価点：6点 
BG 監視点：6点 
【調査層】 
・表層：海面下0.5m 
・中層：海面下5m 
・底層：海底上1m 

施工中週1回 

水色、赤潮・青潮状況、底曳

網操業状況、大型船舶航行状

況、気象・海象等、油膜等 
＜現地調査（目視観察）＞ 

水質調査点周辺 施工中毎日1回 
（工事を実施している日の定

時に実施する） 

水質（工事の実施に伴い発

生する土砂による濁り） 

環境保全措置の実施状況 － 濁りの発生する工事期間中に

適宜実施 

 

水温、塩分、透明度、pH、

DO、クロロフィルa 
＜現地調査（機器観測）＞ 

①1地点：工事水域周辺 
【調査層】 
・表層：海面下0.5m 
・中層：海面下5m 
・底層：海底上1m 
②事業実施区域周辺16点 
【調査層】 
・表層より1m間隔で海底上1m
まで 

①工事中定点連続観測 
②年4回 
（四季を基本とする） 
 

水質 

水色、赤潮・青潮状況、底曳

網操業状況、大型船舶航行状

況、気象・海象、油膜等 
＜現地調査（目視観察）＞ 

水質調査点（16地点）の周辺海

域 
 

年4回 
（四季を基本とする） 
 

存在・供用時にお

いても継続する。 
















































